
令和４年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成
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学力向上推進員 委員

「学力向上実行プラン」 自ら課題を探し，解決していこうとする子どもの育成 １年主任：筒井亜耶 ３年主任：大和史代 ５年主任：吉田和佳子

中西 千陽 特別支援学級：髙橋由貴・齋藤祐子・神名優摩 印
専科：美保美津江

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

管理職による授業参観や教員からの報告等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

〇学習に真面目に取り組むことがで ・他の学習や生活でも活用できる確かな ①朝のドリルや小テストを継続的に取り組
き，基礎的・基本的な知識・技能の習得 知識・技能を身に付けている。 む。
について，漢字は一定の習得が見られ ・語彙数を増やし，正確に文章を読んだ ②新聞等の活用，辞書を引く習慣づけ，読
る。 り書いたりすることができる。 書活動の充実よって語彙数を増やす。
●基礎学力の定着について個人差が ③作文を課題に出すなどして，「書く活動」
ある。語彙力が低く、問題を読み取る力 を重視する。
や文章を書く力が弱い。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

〇音読や教室での発表，集会での発表 ・課題に対して友達と考えを出し合ったり ①グループやペアで意見を出し合ったり，
など，与えられた場や手順が分かる場 比べたりする活動を通して，自分の思い 教え合ったりする場を設定する。
面では，意欲的に発表しようとする児童 や考えを深めることができる。 ②話型や作文の書き方などの見本を示し，
が多い。 ・相手や目的に応じて，根拠を明らかに 根拠を明らかにして自分の考えを表現させ
●教師や友達の話をしっかりと聞き，そ しながら自分の考えを進んで表現するこ る。
れをふまえて自分の考えや思いを根拠 とができる。 ③ホワイトボードや ICT 機器を効果的に活
を明らかにして表現することに課題が 用した思考・表現活動を充実させる。
ある。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

〇学習や生活のきまりを守って学校生 ・進んで学習に取り組み，学ぶ楽しさや ①授業では学んだことを振り返る場を設定
活を送ることができている児童が多い。 喜びを感じることができ，自信をもつこと し，課題解決の達成感や次への問題意識
家庭学習にも真面目に取り組む児童が ができる。 をもたせる。
多い。 ②タブレットを効果的に活用した授業実践
●進んで課題を見つけ，追求しようとす を行う。
る意欲が乏しい。家庭での主体的学習 ③家庭学習があまり行えていない児童・家
や読書習慣の定着に個人差がある。 庭への働きかけを推進していく。
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